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ラニ子ン・ア I I）力大I：キの tl也；土広大でふ；；，
iUヒをi庄／ti,
1950年代における:fil 発展をとげた同もあるが，人
その経済の伴次産i1u'1Ul［＿可ド；t,'/I fli兄のfll'持：［二k＇） て，lトJi:fiのS,J-也It:)f，二？；：；こ大 F¥ 'lりであノ3口：t少h<, 
[l] r.りも勺i'rを！iむ＼）号t; 'I,のにしてし、る。
（ィ1 I': N今日 Buel日目白nand I I. 5. Ellis, .ノ1Nけ一付
m/Ji'S fリ l公・onoJJIic I )erdo［りll('llf, The Twentieth 
（じ1ury Fun《I,l'ら日、 p.2:l. 1：；，し小）：：；;r'i If:;, f!'S, [T/，全
,L iヨ；ril＇「U、パミ＇）iJ, 2~）－ 、← シヲ
(: i：三） l{agnar Nurl日《・. l'roMons of C'aj>ital 
F,，ソノwtion in [JI/(／，け·d,ι•cloj><'d Countries, New 
Yorl、ラ Oxf"rcl B川 iB:1ckwcll‘ 1')S:l. ｝ドト＇， iらてノ；
i、！ 『 iふ iii，ぷ i込 •f) ft本！ド以λ 9べ－：.＿
( •1: '.{) Thor！リiKristensen and Associates, The 
IC，刊110,1,frn守1,-[J!!al<111cc, Cnpt'nha日en,1%0. J:U-'., 














工業J}¥rlに力〉て入る地下白iKUt .: i , 1！）て
弓子ン・ア 1Iカが「1,Jj'民生しり大l；テ｜
（~＇店である〕
資本，げ）開花に河た J l てi士事E守の；¥j!J約をそけるい
さらに社会制度の後進技術，熟練労働4~ の不足，
自然条昨今と地下資源n ,;n原i土j山下にJI店長さti：治4その開発f：妨げてい乙。
・アメリカ正MT！の経済発肢を規定する条-, r : 
こjLを利用
Lえてはじめてfoif[(Iを牛：ずる。
（こ眠る［！大；＇.rtE ,IJ;i: ti IJ~J 1c: 主:l t なけjl¥i 永久；二 1Jti巨
れて 1，、JLift いというもので（士なく，
｜｝ヲ能性J)kl；長［













十r打ごとどま ζ）よ iJ: ;_ i~ ） な U 、♂）であって，
二子千L ・r」リカの広大な大陸tE大部分が熱帯
と :iiべT大 Uili1行-r号f!l'二ν「）t (7)と寸るためには，
大陸（！） 日分の 4i土1fR¥l平均気浪が20度i!JjにJ,'.!,L,市！Jというよぺたi創立川jf士会fMJ主をi:Vめることか必























 ιy 大多数の（tJもりノtI日！の nif1:H~差 i t '1｛し〈大きく，
大陸の：t分の l；主｛Jtl]lfl：早；比一般に多く，fιL、c三(I)tこめ1q1詐n力をうくし、てし、ζBl,r水準ltf氏く、
内市場正司：1:tく二ご 地球上肢も
1()（）（）ミ 1）」ートノレJ/IのはH止をも九，:tも J , i f ,if1よタトdiJ!l；ニ{fミ｛
持熱と i/nlif¥1とが結｛，するγγi.¥1lif+J /,: )<r,，をである。
どり ）.，けアンう正i1脈中寸ると」、ろ結果lごなるの






























一一般に農!Iに:t'G適、＇ 1であり、 J;~ ;r；を行3うi-a
i在；N~交官／]i，＇：不』，r '1；でん：， C 
ラテン・アメリカにおし、て平聖子はオリノコ， ア




人llも希；淳でふとl G 二子ン・ア＇ !Jカぷ）密林tp: 
大であり‘無限といけてよし、ほどのひろがりをみ
せ，山脈よりもこえかたい障害をJfj／ 十＼心。 占「〉
に、 密和、υiと：J: tらトA-L, 1j拓 3れた｛走lこもド什主
人問生i告に宵z戚を与える存在である。待i林に隣接
していたヅラジル内陸の諸都市は， あふれる上う
に繁る植物にし、 j ）かJlfもれ、 見t/7てらj、亡し七〉
た， アJ アン川の支流タノ？グョス川j{}j全のブト？
ド大農聞の失敗も同様密林のきびしさを物語って
νろ。ま lに， ／ソ、＇＇）て白林であった地帯しり l－.壌U：き
わハて生i｛性ぷl¥:く、 多量山水分を台λ／ニ士j世に
は貧弱な腐蝕士層しかなく， がたし、て 2！可も収穫す






























:1 f存である (/l'-5) 主党すで忙耕作が行なわれてい
る地域において，農法を改善し， あるいは潅i降，
運輸施設を整備することに上り， 1井地を拡大しう
る余地はなお大きいのであ J 》て， 人口に比べて利
用可能の土地はきわめて広大であるといえようの






,iよJよr'，心。： fト内に f玄叫.＼J¥H＇，：士 Lρノ＇ • ', .:, i1i:1!1J 
•,"J'iJi() I防白「： t ＇，、 tiニl分；こ fl；＼われて L ん） ' ,; ) 
川札;1.Jfi'：，.，色1パこし／ご／，. , .:Jl!l1p弘ほ；上｝（1!,ii = 
i白川J）－ふとJι）, AL ·~ . Jト1) Iニγ‘’二ド－；；＿i: 二子、 r 
1 --，＇，市七庁 l上、阪、三宅ノ－,; ) (t<(fl主力・l'tii：正；i イ、三＇－＇•！111,J
1'1:/'r絹（こ！＿ ＇ふ〆’， ;i9}; rヰ物•－＇ •Jt t韮はさ ）， ）めぐ 大，＼ '. 
l%()q＇；二.；・，； I ，で； L1{r,J,'t＇， υ ， 90• ，；，，う B主＼／，， j；ト ！／
ノ！ －；，ミ「〆司 1!Hit、 jJ!，などて、上山 r',jし -r J -cit 
07＂－れよ白川i), (ifi{ i江ど刻、産物ct’＇I）、 ードペーャμ
1~1)/ll )!)] ,;, 点、ィ111マ小心（｝ 1: w J) il: 'ri, ¥H ;1j(J:1u ,ilし
; I_ -; I C 1 ； 料 i庁ゾ｝発 ！1iの flfj'／~'l'!i ，二長！） Vi ＇士かけて i t 
・, ,C<<i1. Lパでん lj、 r，大fι資；1;(,!){(1：点、 fI 
ア L, f 0＇）経済 r&l去に1(1J妾ふるいはIHHむごさ，わめぐ
大＂ ：〔f,t',i,1］を来／こ Lて， ＇ど〉どし、え上う t しか！，
{ if.」j山Jljl1日＼＇.1;:,v1:., 、ことはこのJil_\Ji，~ J) I.業化i二一人
J ／，、＇.／）1長三／( ' I :・ t、＜，＇ した/j', / ,_-_ j ド’l-＼ーか；（
：セィili、 ｝立、uニJため，1.f_(r) L（工ぷん hL、 千ili!tt 
－，；’i -i l、ん－：＇.，ん， jl!）阪地ん仏占｛JミI_、 木力資i1品H，大－：＂, 
h・1i'j’tUU＼／）ハ1・,j主1前山地にあ－＇.J｝，＇：、；、こ悩み，i);,hどE
n I .し／｝上〕仁 u也心土び＇i'H如上、 ！日L¥]itふく、（：
；－ゲ）ノ：〉守y-r J ・f / I_]!} 1_!) j仁ドをなど）土ラ （iilill :. ［℃仁、 人1i二iじへと民：しく J人きく‘ 資本、労｛がj
，.＜）、鉄Jli:'{iコ（）、；，（I＇；口、 y:[J_i＿；＿：ひ並:ri¥1(ト l:i＇九、 ;J、 仁川JtLて u臨む上ぴ資源の要素に！日ーに恵 ・Lilて
へ lト f 卜 10•;.,U、上と le りう い） -j必！日［！r日Q;~ 1: レ／：〉てと it‘ 二J)j也Jiル＇）経済発慢の特異 h条件と
'N ーと L トJ[ i,-' ！止 ＇N生産；こしめ：；J --, F: • ( ,<
I りし＇J]i；卓jL. イ1山 twi:，、 j{,iJゴ（｝υ－， )'1 三｛）＇九人 1IU11 
17山町 il!:¥Kい（ハ；J、－ ,y－トI （ト日：l＇，＂守 ケンヲ ζ ニf-
ど1'.c,. .', I/ , l ~＇＇，，，二， 'r ,L, lo・：，と－＂) ) /il-~- ,:,j 
こJI , , J也｜、白似，＿＇Jl¥!J発が 0-; i・ - • ,-/ ') lj I；日
｜仁I•－＇！｛：七六？とl長 iニ大 ＿＼： !( .kλと！c ζ ピ－－~.＂
白＂中； i：之 i＿ぺ、 L'Z:J；汁’l/i: ,Wij人i二ti二／；：；「,i1': 
/,: c' i ,: ', 1:1二」＇・ • ' : tヲ将人1;1JI1; ・ ＂，，，山；： 1t';jf1lh 
, ; i._, ）と lに－：＇.， i、／二幅1,iAi：必ヲ土たシトf't l＜＇.人乞； Iん、
,:, ：＇二.I ' ~41,J/ i'，士ノ1；，；；一－：，仁Mi以上l二i{!(J.'i、／ド Ir j L i ) ;,: 
んに
;, I , I tj ／人H壬流－＇） ji:';)J¥li二f'Iう判／tliv『 PLHえJ点i:j 
,j , 「にけ；1)/Jゐ l、 'i；；こ！日i白f1lili[l,' 1 'b.'1と三i:;HLぺ
ければJ九九／(. '・ これじ1えし／J；（料資i甲、企11J'l-(,i1,',J
L ・1 ;~, IYJにJ; L、；；土ヲ 11.[1人i経t斉！） i}.(l占企 l~i: -,') 
I I i'tJとLて経済政市士Ii'八.＇，、うる r Y人 ’s- .-'l ) 
、；い『 l c1:i, Ii fll\J ：こ f下、（ YJコ（｝わり合こえノ：＇ 1~1:111!
LH-',-J~t',i1. ：~－＂， 1 と i: 'l'-t-, ';,,1.1!1.j(,f,.t'i'.8 
ci•J ＇，＇）力 II を j主 I；比した J i敬し L { ：..－アレドに仁ニぴJ：二
うi1-.桂｛斉！'it長：カ込1Jt1cであ pた，；) ; t、 .,,,:;.t t'/'ifi 
び）タト 'b'J:•i ） ；恋人力 ι ＂＇＇ yた／ぅ、 1＇，ーとふる
(, j: 1 ) .laL・qul'line lkaujeu, Gr'ogハザ’！，i' di' la 
l'oj川 ！，iilJI人 ’［川ll(' l、Paris, lり日（i、l》 '.{•i!l 
( ;1: :, ) Frank A. Pearson and Floyd A. Haq》どに
'l'/1 ¥¥'orlds' I lunger. New York, C川 nel l Ini、Cl
,ilyャドrt＇出噌 i'1:i, P-:,O 
国移 ー十、i
 
1911：紀初jめI!• -it ソハかん｛也のj也Jl！~／ 、ぴ） jiffl 乗I］人
! I UJti十/1'1iJサポ廷に行t.d、jtJこIJ、～ うう：，. • r' / I 
りに t，その影響かあらわれたJ ケァシ・アメ I} -/; 
'(I) f事長；1北米， －の終Li；こ比へhi工少な〈． !HJ() 
1＇－，ト 1・.,l¥lらり＿q，・にゼる！日！の人相訂数i土1己00万と指定
,': * Lふん＇6'' l'/j米山魅）Jは北米 f ，~ l仁ヘckしくすJ
pζ ！ィ、よ二リ ご内」 v J/J1距離が速いとし、うことであ
, lこ。 ！：と ごノ〆 il,-i t i脱出年ilJ l ~:i I 1‘ タトLU人に
u山，irfrの怜ヂljを1ミ，il:J右政令を発1i'c.、 これ均込
(,I司とれ；，－(j'ちtで治白，ik人＇..i tじch！二V) C ,iり－；~， !1～ 
/J-1,~；長労働との競争． cl 一一川、ソ p、では；JIr', ~して L 、な
し'i J:'!！／ヤ：＂ .→ i＇ーの i&J:；号、 上肢の維持iこJ 八、ては





















成した。 l，｛＇，（）年代にい，北 tーロッノ、と 1,iJI.'気候の
ビオ・ピオ川以南にドイツ人が入植した。その後
ヨ－＼＿！ ! l、れらの移民；上南部のアロ乙ず fア；ニiムj















( f6) J. Beaujeu, op. cit., p. 353. 
OJ: 7〕 HelenMiller Bailey and Abraham P. Na-
日 tir, Latin A山 Tica; The ])n•elop’nent of' 山
(_ 'i・uili:uttion, En日lewoodCliffs, N. J., 1960, p. 4 U 




人が移住〕 fこが， うt，同九；まかつてγ メ｝カlこ渡 役刈を果たすことになる。最初にあらわれたのは




典型的な例はブラジルのサンパウロとあって， コ fども行なったc このほかブラジル，チリー，コロ
ローノとしてはいった移民は労働の対価を賃金で ンピア，べ／レー， 中米諸国の公債もロンドンで発
受け取り、その賃金で j,.Jてヨーロぃ、！駄の生活 行主れた。しかしこれもーii寺IYJ アームに終~) 1) ' 







1 1902 j 1913 I 1902 
601 i 51:-l 
1,391 i 166 
195 I 3()() 






































































↑H： 界 ノ：入 .J.r.l ILi 3,763.'.1 
（山〉 (1) 年末。
(2) 換算率 1ポンド＝4.87トノレ。
Ot',J所） U. N., Foreign Caρital in Latin A川 erica,












Hi 1 :121 
I 1902 . 1913 
アルゼンナン J 92:l 1 2,000 I 
ブ ラ ジ ル 1 696 '.l,500 i 
メキシコ i :mo 2,000 
そ の他！ 1 , :i:-;4 875 
,l- I 3,2s3 I s,375 
（注） (1）年末。
(2) プランス・フランは同年度とも0.193トノし。






2,591 158 2,203 i 2,134 j 3,581 
7 
1964090010.TIF
i直 接 投 資 ｜ 総 牧
1189711908 山 118971酬い914
ューペその｜羽l196! 却t491 22~1 
他荷インド諸国｜ ｜ ｜ ｜ ｜ 
メキシコ I2001 4161 587 2001 6721 
2の他，中米諸｜ zl :~sl 州 21 41 
I'l 米｜ 鴻｜ 1041 :-12:1 :mi 仁川｜
:3倒！ 754! 1,281 :1（以 l,nfi'l; 1,649 
,;t i叫ゅ912652附川出制4
( IL'.11) U. N., Fore主5nCapital in Latin ,1merica, 
New York, 1955. 
アメリカのラテン・ （ lリ／J投資


































主と Lて 1キ／ ＇，中米に向投資は急増したが，
,_ 
--} ,_  > 














チ－／ゾシ／レ，アルゼン千 Lを投資し口、たが，1911.ff（二 γ 」げりがラテン・鉄道にも投資した。



































第 4表 イ二千 I）スの｝テL・ア JIJカ投i/'
(191,l, 19:lO, 1988, 1951.i:j：・）
（名i¥ f1i額： 1(ゆ］j,)iン Fl
すで泊券 政！仏自治体｛it









i} 84 i i~ i n1} 1：｝日
当｝ ~? • ~i • ~~ i ::}; 12} 1 
J十 757 694 1 754 245 リ・ 173 44 
(1',!i) l. N., Foreign Caj,ital口zl.atin .¥111eric<1, 
New York, 1%5. 
｜王！ 日lj ι0 1 
白河，‘ー

























































































































































































































;g 晶表 i .I IJ 1/ ,/ Iノパ • ' / I lj 11¥j(j (1¥J十'l:'ti け仙人 l＇町内／
l 9 5 パ
(J i¥. {,t: I Oll Jjドノレ）
l 9 5 9 
川業？；ιィii！仁 ISi 1：主将弘その他全産業1fi錬主ィi治て業主主i貿易その他
ノ！： j世 H 'l.7,'.2日；， 'l.,;i吋iリ町Hl 7 :-. t,7:l 'l.‘'l.fi:l l,Wらゴ， l;iO'l.9,7:lS 'l.,858 l0,12:f 9,!i'l'l. 2.<1:-1 2,0:l'lj 'l.,:・l!O 
; Ji;fLJ[ ; < IJ[ 7目 l 1, 1幻｝日二日 1,:llti 1,047 :ili7' KJ4i 8.'l.lK l‘2:>8 2,'lti九 1,4凶 1,l川 “1/ 付加
' 内•＼·.＞イごL』ヲ I I J＋と,I 2, l5:i り白＇Ii 日リ：17 σ｛） λ：；7 2:lfi予 出 O 'l. Sl;i メS-1 'l.対 -1'1K 581' 2ti'l., 6山
日7¥l （九、．／・j, 121 l(Jli 'l.¥13 （※） コ71 %!) （※ノ HI ll;i （※） 2Kl 
ド、り J',:f;1[,1 円以j ：・ノλ－・；且ノ, ！；、． ノ、、• ら ・〉 :,[ K7 （※｝ ｛※） （※） ; ヲ 6』) 44 
'; I ←f ・/ ') !lb ！※｝ Iバ （、・．日J ! Ii) 日 J:ll （※j 20 （※） (i:l :, :lfi 
ト、シ c 01 ・1 I l,1 （※？ fふ） t・ス－．、、• 4ι」yιd ) 門S「L、 ! IO (:.<iJ （※） （※｝ 。Yリ Ii') 
I ,. 74:'i 1:19 l:>,O 日i 【d「;i¥l L¥7 :m :155 118 8:1 :li 
ート コβH :- 〕t) 日i、 f) 20 9,! 1:-, ‘:l'l.8 ]Ii 8 21 117 l:lf主
•') 1也 HII 11 :37 ，.~：・v．＼ ら｛｝ 14:, （※j ll :!8 （※｝ 日｛）
1:1 "' 
1句：l91i り；：，Iiゴ‘;i8只 トWi .jlJ<) :ni i比i日，70'l. 1,004 'l.,fi% 907 :,:>,() :l7民 I什科
1〆ゼ＞ f - 町：rn1 け会： （※J J:it l三・） l'J 14 :i1 (~~) （※） 158 （※） 
i“ ., , , 79., :ll8 p-:; リ［ 20 8:l'i 5 :-:2 ,138, ]l)'l. 101' 
i 1;:-:7 ,j()C: (:1::¥ 付 7'l.'l 5'l.ti （※） 之l （去り 10: （※） 
、Wl 目。YソJ 日" li8 :)'l'l （※） d』~】’P日弓 77 'l.8 巴；＇） （※） 
・じ !1(1 三1H Kh i'l :8 18 4'l.7 !,42 79 :l 19 :;r; !'I 
I 三唱l{i.'l ご，071 二＂円I l'.リ （ち長） ゴ，xo:-: 行8:) 'l.,Hi-1 J(i(} 'l.9 ](ifi (':2，：、i！ 
び） f山 1:λ ιJ 二h ll :Hi uリ ~ ー） ‘L ‘’ lfi ll :11 
1•£! i;9,; ：；’1酔四＇.』4イ〉 1:- -18 :{7 l:\•1 円i円，二. J;,8 :1.19 49 17 l4叶
.¥ IJ ス；:r~ Ii-I() l※i ／‘ょ日．、： ， 18 18 :fi予 l:l:l 7l4 （※｝ !,l 48 -Hi, l-18 
、. 戸 心，＂1 i也 t下，） (/;i、 ；・：、, ! I ::;~ i長） J （：ぅν：） 日H い長｝ （※） （※※） H※廷i)
<i，） よ：；t't円（［i 什・＂＇ H ?1. ：－：~＇~：.け lj iノιiJ、ド l
Ci i 'Yi) l l. 日 Lkpccr1mcn1ぃ［ぐり川llll'rCL', ／.アぷ ｝；1.,11,・s Inパヤ，l111n1tin 1'1nYig11 Cυu11tri，.’円］＼附I)
L: / i~ :.t-{11¥111;¥H11Jに投資された， 4こ山仁；JL -I' ! 
I) )) •,'j t,:;.r iftU長c'J.ノヤン・：f / 1) ・'J山［・声，umiう
いJ'it/J（にk-" fょi立’[l;:iJ1恥／こして占 fこり
{ lリス氏本；t11:¥iJ守二日〕 7位、5400}j←ドザ ［、品、；〉
1 ~[il q；ニ：！こ｛｛；J;;(IIJ/j;J;トド iこ減少し ニAUt 
r' iしゼ；←Fよ' プ Jン；［.， 17 'l ＇／γf  ／，：どか：＇）jゴ
次大戦後同欧諸LtlにたJする債務を償還し， 」．〉ζ｝い
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産ι~ j1,た， 1888伯、二奴隷解放が｛）＇！， わ;j，るまで，
ブァゼンダロ）農業は奴隷労働によって行なわれ，















奴法解放後移民の市一要壮J干しく増加した。 こjl .-, 
移民は賃労働としてコーヒー農場で働いたが， か
れ：＇，がれたらした； J- )! ，，，，ミの1＼弘、文化生活H十ト
ンパウロ周辺の経済生活の近代化を促進すること









































（日t:l) Baltra C. Alberto, （’n’ci川 H’ntolfromin11二
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ン.'j' Jリカ諸国の経済はこfF ロヅ J：ある L、iJ 北
米への第 1次産訂I輸出によって維持され， 貿易依





































大i財産＇I,人口どもに Fトさく、わ..・fH¥・J>l1.[; J:而椋，！也 ι「1 ，~r, [1；士川OI ,1iソ下でふ
r .!I fJに才3v、ては所得較キ
千 •l 一一' －一、
淳一を行なう工場を建設するには市場範開が狭 jぎI_ ;J＇しニr千〉, ν 、
このため，資本需要を生ぜず，投資誘引が小るのラヲニ・ア J I) か苦しく大き L、，ι
さくなり UL16），経済の発展そ遅C，せる結果となる η人l！／）行九約半数は年間所f¥Jl '.20ドル程fltり
ラテン・アメなかんすく 1929年の世界恐慌後，人口山 S';:,iこ：うたで．衣食｛le:.i＇ごとうごくえ . :, 
海外市場力。ム受ける刺激のみで！戊長リカJt[J、，]it,る約 1](10万人川個人i'itそはごのi也M山総fl,'IT人；i'/1i:
国内市場。〉開発がを続けることは不可能になり，とl1cli車ラニ子ン・ I } I) ）；梓if¥'er,: ,O" ：， を1,.1 I山て）『













ヰシ・・，・ / • J ・/.1 c'l人口，n大部分itn村にふ fJ,
H人1:.t 労働人口♂l;iS＂；＇，を 1~i めて L 、乙
業1f,1M,en 販路J土中ll'-11 部分 ~if~十、ti コトミゲJ!iit;f1.(ftc




｛了.t U: c., 't1 米 j~f<,Jir；場が発足する二左にな／；た。｝ミ
It［慌に仁すたfヒを近，V)): 「， 止する f.;・) f r農業生産ドI
？そ1i'日I.して民業所得を閉す上りほかはない、


















































ア iv斗 t, rン
,7 ,i, ゲアイ
ーァ ヲ ・) JI, 




]] ,';. 11 j • ト1l 1，のぜ：；一大た大lc干に主ラ1殺人されて
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主たこの工うなf色）），日では（十て I，、ろ 1JL c・1l0i,f,を
ベトンーシー〉効果カ・IA分に発揮されt;Lι ；モ L
( Il所） {J N‘Y,arf)()r.成。jNational ,1ccounお Sta-
ti,ti,s. New Y川 k1%:l 
住民の購買力の折、大企
｜斗内にT空iJ¥lki',f I (') I ti場を形1,¥t
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般に平地に居住し， tL びパヲグ7 イの続済発展は著しく遅れてよ3り，
会制限も？を進的であるの）原住民Lハ侵入以前仁円高度の文明の発注をみず，
このようにラテン・アメリカの経済発展段階は独立後ヨー数も少なかったので開発は遅れたが，
一口にラテン・ア国によって大きな聞きがあり，ロッノ、からの移民によって大発展をとげた南部地
メリカ経済の性格を論ずることはできない状態にi也は熱帯に位置し、住民は一般に高原方でむ）り，
したがってラテン・アメリカ経済のなっていろのコロンブスによる新大臨発に居住しヤ数も多く，
考慮Lなが人， f千［乃の経済発展段階を明人かiこL、
経済発展の地域的特殊性を究明すろととがきわめ
て重要な問題になっているのである。
（調色、研究Mlラテン・アメ、iカ］J;,j1＇，：室長）
その経済発展を規定する諸要因の結合を研究は，独立後にも植民見以前に高度の文明の発達をみ，
j也時代の千｜；会制度を強〈残しといる高原JU1，方であ
Iラ
ウFレ
ゲ、アイ，チリーに，ブラジル南半部である。ブラジ
1レは今国民経済を形成してし、るに 'Lかか；！，ムず，
アノレゼユチン‘前者にずそめれjもるのは，る。
